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話第

WebMatrix登場！
WebMatrix で Web アプリをはじめよう！

WebMatrix はWeb アプリケーション
を作るためのとっても便利なツールな
んだ。WebMatrix がどんなものかを
基礎から説明していこう！
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もっともシンプルな Web ページは、サーバー上にある、html という拡張子のついたファイルを Web
ブラウザが取得して、表示しています。

いつも同じページではなく、ユーザーの入力した内容などに応じて、ページの内容が変わるような Web
ページを作ることもできます。これを動的なWeb ページといいます。

最近は、データベースと組み合わせて、あたかもクライアント OS 上で動く 1 つのアプリケーションで
あるかのような、高機能なWebサイトが増えてきており、これらはWebアプリケーションと呼ばれます。

■Web ページが表示されるしくみはどうなっているの？

リクエスト

Web サーバー

Web ブラウザ

HTML
ファイル

リクエスト

Web サーバー

Web ブラウザ

データベース

データの
やりとり

スクリプトスクリプトスクリプト

HTML コードを生成

データベースサーバーを
別に設置することもよくあるぞ
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Web サーバーを構成する代表的なソフトウェアには、次のようなものがあります。

ASP.NET は、Microsoft 社の、動的な Web ページ
を実現するしくみです。旧来の ASP(Active Server 
Pages) を、新基盤技術である .NET Frameworkに
対応させたものです。

エーエスピー ア ク テ ィ ブ  サ ー バ ー

ペ ー ジ ドットネット   フ レ ー ム ワ ー ク

■Web サーバーを構成する要素

■ASP.NET

スクリプト

Web サーバー

データベース

サーバーOS
サーバーに特化したOS です

Windows のサーバー機能を強化したOS

Linus Torvalds 氏が作ったUNIX ベースのOS

・Microsoft® Windows Server

・Linux

ウ ィ ン ド ウ ズ  サ ー バ ー

リ ナ ッ ク ス

リ ー ナ ス   ト ー バ ル ズ

Web サーバー用ソフトウェア
ユーザーからのリクエストを受け付けて、HTML
を返します

Microsoft 社のWebサーバー

Linux を始め、いろいろな環境で利用されている Web
サーバー

・IIS(Internet Information Services)

・Apache

イ ン タ ー ネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン   サ ー ビ ス

ア パ ッ チ

プログラム言語 ( スクリプト )
プログラム言語/スクリプト(簡易プログラム言語)
で書かれたファイルを実行し、HTML コードを出
力します

Microsoft 社のC言語ベースのプログラミング言語で、
ASP.NET で利用される

Microsoft 社の Basic がベースのプログラミング言語
で、ASP.NET で利用される

動的な Web ページを作成することに特化したスクリ
プト言語

サン・マイクロシステムズ社が開発したオブジェクト
指向言語

Larry Wall 氏が開発した、文字列処理に秀でたスクリ
プト言語

・C #

・Visual Basic

・P H P

・Java

・Perl

シーシャープ

ビ ジ ュ ア ル  ベーシック

ピーエイチピー

ジ ャ バ

パ ー ル

ラ リ ー  ウ ォ ー ル

リレーショナルデータベース管理システム
(RDBMS)
データベースを管理します

Microsoft 社の RDBMS で、Windows 上で動作する

Oracle 社の RDBMS

オープンソースの RDBMS

オープンソースの RDBMS

・Microsoft® S Q L  Server

・Oracle

・MySQL

・PostgreSQL

エスキューエル サ ー バ ー

オ ラ ク ル

マイエスキューエル

ポストグレスキューエル

ASP.NET は、クライアント
アプリケーション感覚で
Web プログラミングできるんだ

登場年

主な使用言語

1996

VBScript

2002

C#、Visual Basic

ASP ASP.NET
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それでは、Web アプリケーションを作って、一般の人が見られるサイトに公開するためには何をすれば
よいのでしょう。次のように、いろいろやらなければいけないことや、考えなければいけないことがあり
ます。

Microsoft® WebMatrix は、これらを一括処理して、簡単に Web アプリケーションを作成し、公開
できる機能を備えた、Windows アプリケーションです。

■Web アプリケーションを作って公開するには？

統合ツール
コーディングからサーバーの選定、公開までトー
タルサポート！

Web アプリケーションフレームワーク
ASP.NET をはじめとした本格プログラミング
に加え、新しい記法 Razorも利用可能！

レ イ ザ ー

データベースエンジン
Microsoft® SQL Server® Compact 4.0
でデータベース利用がとてもカンタン！

エスキューエル   サ ー バ ー      コ ン パ ク ト

開発用Web サーバー
I I S  7.5 Express でローカル
PC 環境でのテストもラクラク！

アイアイエス                    エ ク ス プ レ ス

FTP クライアント
ソフトや
その機能を持つ
Web ブラウザ

Web サーバー

データベース

HTML
ファイル

スクリプト
ファイル

公開後のテスト

データベースの準備。
定義、データ入力

公開Webサーバーの
構築と設定

公開Webサーバー
の選定や手続き

Webサーバーに
FTPでアップロード
して公開

HTMLやスクリプトを
記述したファイルを
作成 (コーディング )

テスト環境の準備
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それでは、WebMatrix がどんなソフトウェアなのかを紹介しましょう。WebMatrix を起動すると次
のような画面になります。

WebMatrix で扱えるのは、Microsoft の ASP.NET や SQL Server といった技術で作られたサイトだ
けではありません。　現在広く普及している PHP や MySQL でできたサイトを作成し、公開することも
できます。

■WebMatrix のスタートアップ画面

個人用サイト
過去に利用した Web サ
イトを編集します

Web ギャラリーから
サイトを作成する
既存のオープンソースソ
フトウェアなどを利用し
て Web サイトを構築し
ます

テンプレートから
サイトを作成する
新しい Web サイトを構
築します

フォルダーから
サイトを作成する
コンピュータ内のフォル
ダーを Web サイトの
ソースとして使用します

スタートメニューから
「Microsoft WebMatrix」
を選びます。 WebMatrix の

入手方法は、このあとの
「インターミッション 1」
で解説しているよ

SQL
ServerASP.NET

MySQLPH P

I I S .NET
Framework

Microsoft 以外の技術

Microsoft の技術
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WebMatrix の作業画面は大きく分けて、4 種類にわかれます。画面左下のワークスペースから選んで作
業を進めます。なお、Web サイトを構成するファイルのあつまりを「プロジェクト」と呼びます。

■4 つのワークスペース

サイト

Web サイトの情報を扱います。リクエストの情報、
SSL の有無、.NET Framework のバージョン、デフォ
ルトページの順序等の設定ができます。

ファイル

プロジェクトに HTML ファイルやスクリプトファイル
を追加したり、削除したりします。編集するファイルは、
右側のペインに表示されます。ローカルのテスト環境
での実行や、本番サイトへの公開も、この画面から行
います。

データベース

データベースの管理を行います。WebMatrix で主に
扱う SQL Server Compact のデータベースは sdf と
いう拡張子のファイルです。テーブルを定義したり、
データを入力したりできます。

レポート

SEO レポートを表示します。SEO とは、Search 
Engine Optimization の頭文字をとったもので、検
索エンジンに載りやすくなるように HTML を最適化す
ることです。SEO の視点から見てよくない点があれば、
この画面で指摘されます。

左上の青いボタンを押すと、初期画面と同じ内容の
項目を選ぶことができます。
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WebMatrix では、従来の ASP.NET の記法だけでなく、Razorという新しい記法が使えます。
ASP(Active Server Pages) のように HTML の中にスクリプトを埋め込むような書き方で、誰でも簡単
にWeb プログラミングを始められます。

Razor の書き方は PHP ともよく似ています。

レ イ ザ ー

ア ク テ ィ ブ   サ ー バ ー    ペ ー ジ

■Razor の紹介
レ イ ザ ー

Razor は記法であり、言語としては C# または Visual Basic を使います。ソースファイルは記述言
語ごとに拡張子が異なり、C# の場合は cshtml、Visual Basic の場合は vbhtml になります。

従来のフォームベースの ASP.NET Web ページのソースファイルは aspx という拡張子で、コード
部分は C# または Visual Basic で記述します。

・POST 動作 ( ボタン等を押したとき ) の次の画面は自分自身になるという仕組み ( ポストバック ) があります。
・ポストバックの前後では、クライアントアプリケーションのように、ページの変数の値は保持されます。

Razor の記述方法

従来の ASPX の記述方法

<script runat="server">
  public String s = "World!";
</script>

<p align="center">Hello <% = s %></p>

ASPX(C#)

<script> タグの間にコードを
記述します

<% = %> の書式で、HTML にプログラム
コードを割り込ませることができます

@{ 
  var s = "World!";
}

<p align="center">Hello @s</p>

cshtml

@の後にコードを記述します
複数文のときは、{ } ブロックで
囲みます

@Code
  Dim s = "World!"
End Code

<p align="center">Hello @s</p>

vbhtml

@Code と End Code の間に
コードを記述します

var は暗黙の型宣言で、変数はコンパイル時に
適切な型に変換されます

HTML の中でも
@の後に直接変数や
文を書けます

@ の後にスペースを
入れないようにしよう

コードが
短い

<?php 
  $s = ‘World!’
?>

<p align="center">Hello <?php echo $s ?></p>

PHP
PHP ユーザーでも
カンタンに使えるね



WebMatrix を入手せよ！

WebMatrix で Web アプリをはじめよう！

インターミッション 1インターミッション 1

W
e
b
M
a
t
r
i
x
を
入
手
せ
よ
！

イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
1

8

WebMatrixはWebからダウンロードして無償で利用できます。WebMatrixをダウンロードするには、
まず、Microsoft Web Platform Installer(Web PI) という Windows アプリケーションをダウン
ロードします。Web Platform Installer は WebMatrix だけでなく、IIS 7.5 Express や SQL Server 
Compact といった、WebMatrix を動かすために必要なコンポーネントを一括してダウンロードして
くれる便利なツールです。

まず、以下のMicrosoft 社のサイトにアクセスします。

次のようなページが表示されたら、[ 今すぐダウンロード ] をクリックします。

Web Platform Installer のダウンロード画面になります。[Get the Microsoft Web Platform] を
クリックして、Web Platform Installer をダウンロードします。

ウ ェ ブ  プ ラ ッ ト フ ォ ー ム   イ ン ス ト ー ラ ー

http://www.microsoft.com/web/webmatrix/

※上記 URL は 2011 年 2 月現在
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ダウンロードされるファイルは、webmatrix.exe という名前ですが、これを [ 実行 ] すると、まず
Web Platform Installer のインストールが開始されます。しばらくしたらインストールされた Web 
Platform Installer が起動し、以下の画面が表示されます。[ インストール ] ボタンをクリックして
WebMatrix のインストールを開始します。

インストールされるコンポーネントの一覧が表示されるので、内容を確認して、[ 同意する ] をクリック
すると、インストールが始まります。

インストールが終了すると、次のような画面になります。[ 完了 ] ボタンをクリックすると、インストー
ルは完了です。下の画面の [ 起動 ] か、スタートメニューから [Microsoft WebMatrix] を起動してく
ださい。

WebMatrix で
Web アプリをはじめよう！
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WebMatrixで作ろう！
WebMatrix で Web アプリをはじめよう！

WebMatrix のことを知りたいなら、
実際に手を動かして何か作ってみるの
が一番だ。そこで、君に掲示板の作り
方を伝授しよう！

W
e
b
M
a
t
r
i
x
で
作
ろ
う
！

第
2
話

10

■掲示板完成イメージ
次のようなシンプルな掲示板 (BBS) を作ってみます。

[ お名前 ] と [ メッセージ ] を入
力して、[ 送信する ] ボタンを押
すと、入力した内容が追加され
ます。

追加されたメッセージを新しい
順に表示します。

6件を超える場合は、[次へ ]を表示します。(ページング機能 )
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今回作成する掲示板は、次のような構成になります。データベースを使ってデータの管理を行います。

手始めに掲示板用のプロジェクトを作ってみましょう。

※プロジェクトのファイルは、ドキュメントフォルダの「My Web Sites¥Bbs」以下にあります。

■モジュール構成

■プロジェクトの作成

Web ブラウザ
ソースファイル

.cshtml

Razor
+
C#

データベース

テーブル

投稿データ

表示データ

データ登録

データ取得

まとめて
作れるよ

スタートアップ画面で、[ テンプ
レートからサイトを作成する ] を
選択します

①

サイトのテンプレートの中から、
[ 空のサイト ] を選択します

②

[ サイト名 ] に任意のプロジェクト名を
入力します ( ここでは「Bbs」とします )

③

[OK] ボタンを押します④

プロジェクト「Bbs」が作成されました⑤

プロジェクトを作成後、
最初に表示されるのが
サイトワークスペースだ
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次に掲示板のソースファイルを追加し、コードを記述していきましょう。仕様言語は C# とします。

右のようなコードがあらかじめ
用意されます。
まずは、赤字の部分を追加して、
タイトルと色を設定します。

■ファイルの追加とコーディング

コードの属性によって
ソースコードが色分け
されている！

ファイル「Bbs.cshtml」が追加されました⑥

ワークスペースの中から、ワークスペースの中から、
[ ファイル ] を選択します[ ファイル ] を選択します
ワークスペースの中から、
[ ファイル ] を選択します

①

メニューバーの [ 新規 ] から、[ 新しいファ
イル ] を選ぶか、画面中央の「ファイルの
新規作成」をクリックします

②

[OK] ボタンをクリックします⑤

[ 名前 ] を確認します
( ここでは「Bbs.cshtml」にします )

④

[CSHTML] を選択します③

<!DOCTYPE html>

<html lang="en">
  <head>
    <meta charset="utf-8" />
    <title>WebMatrix掲示板 </title>
  </head>
  <body style="color:#000000; background-color:#f0f0f0;">
  
  </body>
</html>

2

1
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前ページの   の位置に入力フォームの HTML コードを記述します。
[ お名前 ] 入力欄の名前は PostUser、[ メッセージ ] 入力欄の名前は PostMsg とします。

前ページの   の位置に、投稿文字列を取得し、空文字でないかをチェックするコードを記述します。
データベースの準備ができていないので、この時点ではデータの登録は行いません。

[ お名前 ] と [ メッセージ ] のいずれかが入力されていないときに、[ 送信する ] を押すと、エラーメッ
セージを表示するようにします。下のコードをこのページの手順   の   の位置に記述します。

1

2

31

1

2

3

<div style="color:#008000; text-align:center; font-size:28pt">WebMatrix掲示板 </div>
<hr width="90%">
<div style="margin:40px;">
<form method="post" action="">
<table cellpadding=1 cellspacing=1>
<tr>
  <td><b>お名前 </b></td>
  <td>
    <input type="text" name="PostUser" size=28 />
    <input type="submit" value="送信する " class="submit"/>
    <input type="reset" value="リセット "/>
  </td>
</tr><tr>
  <td colspan=2><b>メッセージ </b><br />
  <textarea name="PostMsg" rows="8" cols="50"></textarea>
  </td>
</tr>
</table>
</form>

</div>

3
6

呼び出しメソッドは POST とし、自分自身のページを
呼び出すため、action は空にします

見出しと
入力フォーム

@{

  var postuser = "";
  var postmsg = "";
  var errmsg = "";
  if(IsPost) {
    postuser = Request["PostUser"];
    postmsg = Request["PostMsg"];
    if(postuser.IsEmpty() || postmsg.IsEmpty()){
      errmsg = "お名前とメッセージを入力してください。";
    }

  }
}

4

5

IsPost
POST メソッドでページが
呼び出されたことを表します

Request[ フォーム名 ]
指定された入力フォームの部
品の情報を取得し、変数に代
入します
[ ] の中にはフォーム
( ラベルやテキスト
ボックスなど ) の部
品名を指定します

<b style="color:red">
  @if(errmsg != ""){
    @errmsg <br />
  }
</b>

@に続けて if 文などを
じかに書くことができます

エラーメッセージ
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WebMatrix には SQL Server Compact が含まれているので、簡単にデータベースを利用できます。
SQL Server Compact のようなデータベースは、テーブルと呼ばれる表形式でデータが管理されています。
データはテーブルに次のように格納されるものとします。

データベースを作成していきます。

※データベースファイル Bbs.sdf は、プロジェクトフォルダの App_Data 以下に格納されます。

■データベースの準備

■データベースの作成

データベース

テーブル

1

2

:

:

2011/01/31 16:05:54

2011/02/01 10:42:23

:

:

ウェブマトリクスマン

電脳戦隊

:

:

:

:

投稿時間
(PostTime)

メッセージ番号
(ID)

投稿者
(PostUser)

WebMatrix でWeb
アプリをはじめよう！

WebMatrix とは？

投稿メッセージ
(PostMsg)

テーブル名：BbsTable

各行のことをローまたはレコードといいます

各列のことをカラムまたは
フィールドといいます

メニューバーから「新しいデー
タベース」を選ぶか、画面中央
の「データベースをサイトに追
加」をクリックします

②

ワークスペースから、
[ データベース ] を選
択します

①

データベース「Bbs.sdf」が
作成されました

③
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データベースの中にテーブルを追加しましょう。テーブルの各カラムの定義は次のようにします。
■テーブルの作成

ID

PostTime

PostUser

PostMsg

int( 整数 )

datatime( 日時 )

nvarchar( 可変長文字列 )

nvarchar( 可変長文字列 )

ー

ー

256

1000

False

False

False

False

True

False

False

False

データ型列名 長さ Null を許可 主キー /ID かどうか 主キーが True( 真 )
の列には、各レコード
を一意に識別するため
の情報が入る

データベースデータベースの [ テーブル ]の [ テーブル ] を
選択します選択します
データベースの [ テーブル ] を
選択します

①

選択した列のプロパティ画面で
上の表のとおりに設定します

⑤

列が主キーや ID の場合は、[ 主
キーかどうか ]、[ID かどうか ]
の値を「True」に設定します

⑥

メニューバーから
[ 新しいテーブル ] を選択します

② 列一覧から、設定を変更する
列を選択します

④

列を追加するときは、メニューバー
で [ 新しい列 ] を選択します

③

[ 長さ ] に値を入力して長さを
設定します

⑦
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最後に左上の保存ボタンを押して、テーブルを保存します。

13 ページ手順   の   のところに、URL 文字列の中の「?page=●」の部分（クエリ文字列）からペー
ジ番号 npage を取得するコードを挿入します。また、データベースを開いて使えるようにしておき
ます。

13 ページ手順   の   のところに、データをテーブルに追加登録するコードを挿入します。SQL の
INSERT 文を Execute() で実行します。

2 4

2 5

4

5

■ソースの記述 ( データ入出力 )

var npage = int.Parse("0" + Request.QueryString["page"]);
if (npage <= 0){
  npage = 1;
}
var bbsdb = Database.Open("Bbs"); Database.Open( データベース名 )

データベースを開いて、アクセス可能な状態
にします (「.sdf」は書きません )

Request.QueryString[ パラメーター名 ]
クエリ文字列を取得します

文字列を整数に変換 ( 空文字のときに 0 になる
ように、"0" と組み合わせて変換しています )

データベースオブジェクト

if(errmsg == ""){
  var posttime = DateTime.Now;
  bbsdb.Execute(
    "INSERT INTO BbsTable(PostUser,PostTime,PostMsg) VALUES(@0, @1, @2)", 
    postuser, posttime, postmsg);
}

( データベースオブジェクト ).Execute(SQL 文 )
データベースに対し、SQL 文を実行します

サーバーの現在時刻を取得します

対応

SQL 構文 テーブルにデータを追加する

INSERT INTO テーブル名 (カラム 1, カラム 2, …) VALUES(値 1, 値 2, …)

ここをクリックします⑧

テーブルの名前を
「BbsTable」に設定します

⑨

[OK] をクリックします⑩

テーブルがデータベースに
登録されました



17

W
e
b
M
a
t
r
i
x
で
作
ろ
う
！

第
2
話

ソースの記述が完成したので、Web サイトを実行してみます。

13 ページ手順   の   のところに、投稿されたデータを表示し、件数に応じて [ 前へ ]、[ 次へ ] を表
示するコードを記述します。SELECT 文で、ID の降順にすべてのデータを取り出します。

1 66

■Web サイトの実行

<div>
@{
  var shownext = false; //[次へ ]の表示
  var pagemsgs = 6; //1ページ件数
  var count = 1; // 件数カウンタ
  foreach(var row in bbsdb.Query("SELECT * FROM BbsTable ORDER BY ID DESC")){
    if(count > npage * pagemsgs){
      shownext = true;
      break;
    } else if(count >= (npage-1) * pagemsgs + 1){
      <DL>
      <DT><hr /><span style="color:#FF00FF">@row.ID</span>
      投稿者： @row.PostUser　投稿時間 :　@row.PostTime <br />
      @row.PostMsg</DT>
      </DL>
    }
    count++;
  }
}
</div>
<hr />
<div>
  @if(npage > 1){
    <a href="Bbs.cshtml?page=@(npage-1)">[前へ ]</a>
  }
  @if(shownext){
    <a href="Bbs.cshtml?page=@(npage+1)">[次へ ]</a>
  }
  <br />
</div>

( データベースオブジェクト ).Query(SQL 文 )
データベースに対し、SQL 文を実行し、データを
取得します

1 ページ分表示したらループ終了

スクリプト中でもタグを
書くと、そこから HTML
とみなされます

SQL 構文 テーブルからデータを取り出す

SELECT カラム FROM テーブル名 WHERE 条件 ORDER BY ソート順

InternetExplorer が起動して、掲示板サイトが表示されます

Bbs.cshtml ファイルを選択します①

メニューバーの
[実行](上部)を
クリックします

②

WebMatrix 掲示板に
書き込んでみよう
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Web ギャラリーの機能を使って Web サイトを作ってみましょう。ここでは、Microsoft の Orchard 
CMS という CMS( コンテンツ管理システム ) でサイトを作る方法を紹介します。
WebMatrix のトップ画面で、[Web ギャラリーからサイトを作成する ] を選択すると、下記の画面にな
ります。

下記の画面が表示されます。ライセンス条項に同意できるようであれば、[ 同意する ] ボタンを押し、イ
ンストールを開始します。インストール完了画面が表示されたら、[OK] ボタンを押します。

オ ー チ ャ ー ド

シーエムエス

[Orchard CMS] を選択します①

[ 次へ ] ボタンを
クリックします

③

[ サイト名 ] を入力
します
(「WMBooks」
とします )

②

[ 同意する ] ボタンをクリックします④

[OK] ボタンをクリックします⑤
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WMBooks プロジェクトが作成されました。もうソースはすべてそろっているので、あとはこのプロジェ
クトを実行するだけです。実行すると、Orchard CMSのセットアップ画面になるので、適切な設定を行っ
てください。セットアップ完了後に、管理者としてサインアップした状態で既定の CMS サイトが表示さ
れます。

画面の下の方にある [Dashboard] をクリックすると、Dashboard 画面 ( 左下図 ) になるので、ここで
コンテンツを設定します。たとえば、右下図のようなサイトを作成できます。

あとは、第3話で紹介するような方法で公開すれば、Web上に自分だけのサイトをつくることができます。
とても簡単ですね。

[ 実行 ] を選択します⑥ [ サイト名、ユーザ名、パスワードを入力します⑦

データのデータの
保存形式を保存形式を
選択します選択します

データの
保存形式を
選択します

⑧

[Finish SetUp] ボタンを[Finish SetUp] ボタンを
押して設定を終了します押して設定を終了します
[Finish SetUp] ボタンを
押して設定を終了します

⑨

規定の CMS サイト

Dashboard 画面 変更後の CMS サイト



3
話第

機能を追加、そして公開へ！
WebMatrix で Web アプリをはじめよう！

君も WebMatrix のすごさがわかってき
たかな？
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■ヘルパーパーツの追加
ヘルパーパーツとは、Web サイトに簡単に機能を追加できる、ライブラリのようなものです。
たとえば、第 2 話で作成した掲示板に、指定した Twitter を表示できます。

まず、次のように「div」タグを使ってもとのページを左右に分割し、右側の
<div> ～ </div> の間に、ヘルパーを追加するためのコードを記述します。

■ソースの記述 ( データ入出力 )

たった 1 行で
Twitter を表示

Twitter タイムラインを
表示します。

ヘルパーは自分で
作ることもできるよ

<body style="color:#000000; background-color:#f0f0f0;">
<div style="width:800px;">
  <div style="float:left; width:580px;">
    :
    :
  </div>
  <div style="float:right; width:215px; padding:0 0 0 5px;">
    @Twitter.Search("#webmatrixjp")
  </div>
</div> 
</body>

追加するコード

第 2 話のコード
Twitter ヘルパーを追加するコード
( 引数にアカウント名やハッシュタグを指定します )
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ヘルパーを利用するには、次の手順でヘルパーライブラリを入手する必要があります。

サイトワークスペースから、[ASP.NET Web ページの管理 ] を選択します。初回はパスワードの作
成を求められるので、任意のパスワードを入力します。次回からは、このときのパスワードを入力
します。

セキュリティチェックの説明のとおり、ファイルワークスペース画面を開き、_Password.config
ファイルの名前を変更します。

1

2

[ASP.NET Web ページの管理 ] を
選択します

①

パスワードを入力して、パスワードを入力して、
[ パスワードの作成 ][ パスワードの作成 ]
ボタンを押しますボタンを押します

パスワードを入力して、
[ パスワードの作成 ]
ボタンを押します

②

セキュリティチェックについての
説明が表示されます

③

「_」を削除して、「Password.config」にします
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これで Twitter ヘルパー機能が利用可能になりました。

   のページの「ここをクリック」をクリックすると、再度ログイン画面が表示されるので、先ほど
入力したパスワードでログインします。

ようやくライブラリをインストールする準備ができました。ライブラリ一覧の中から、[ASP.NET 
Web Helpers Library 1.1] をインストールします。

13

4

パスワードを入力
して、[ ログイン ]
ボタンを押します

②
[ ここをクリック ] を
クリックします

①

該当項目の [ インストール ] を
クリックします

③

ライセンス条項を読んで、
[ インストール ] をクリッ
クします

④

完了メッセージが表示されます⑤

ファイルワークスペースのツリーで「最新の
情報に更新 ] すると、ライブラリモジュール
が表示されます

※
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■掲示板サイトの公開
いよいよ掲示板のサイトを公開します。WebMatrix でWeb サイトを公開するには、メニューの「発行」
機能を使います。ここでは初めてサイトを公開するときの手順を紹介します。

登録を完了したら、アカウントやサーバー情報などの必要な情報を入手してください。
※上のデータジャパン株式会社の ExpressWeb サービスの場合は http://www.epw.jp/tabid/308/Default.aspx を参考にしてください。

掲示板サイトを公開するホスティング業者を選択します。サポートしている機能や価格を確認した
後、登録手続きを行います。1

料金と支払い方法も
確認してね

サービス内容を確認したら、[Sign Up]
ボタンを押して、登録手続きを行います

⑤

ホスティング業者を選択します
“Spotlight”と表示されているサービス
がWebMatrix に対応しています

②

このホスティング業者のサポート
する機能などを確認します

④

メニューの [ 発行 ] から、[Web ホスティ
ングの検索 ] を選択します

①

ホスティング業者の詳
しい情報を表示するた
め に、[Learn More]
( 詳細を見る ) をク
リックします

③
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コンテンツをアップロードするための設定を行って、Web サイトを公開します。2

プロトコルは [Web配置 ]を選択し、ホ
スティング業者から提供された、サー
バー名、ユーザー名、パスワード、サイト
名、公開先URLをそれぞれ入力します

②

[ 発行 ] を選択します①

接続テストの結果を確認して、
[ 続行 ] ボタンをクリックします

⑥

公開されるファイルの一覧を確認し公開されるファイルの一覧を確認し
て、[ 続行 ] ボタンをクリックしますて、[ 続行 ] ボタンをクリックします
公開されるファイルの一覧を確認し
て、[ 続行 ] ボタンをクリックします

⑦

[保存 ] ボタンをクリックします④

[接続の検証]ボタンをクリックすると、
接続テストが実行され、OK なら下の
成功メッセージが表示されます

③

[ サーバーの互換性を検証するかという質
問が表示されるので、[ はい ] ボタンをク
リックします

⑤

末尾の / の後に閲覧するファイ
ルの名前である「Bbs.cshtml」
を追加します

[ パスワードを保存する ] にも
チェックしておきます

初回はデータベースファイル
もチェックします

環境によっては、③の検証の結果、下記の証明
書エラーが表示される場合があります。その
場合は、「今後のWebMatrix セッション用に
この証明書を保存」をチェックし、[ 証明書の
受け入れ ] ボタンを押します。
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Web サイトの公開が終わると、下記のようなメッセージが表示されます。URL をクリックすると、公開
した掲示板サイトをWeb ブラウザで確認できます。

次回、サイトを公開する場合は、メニューの
[ 発行 ] の上の部分を選択するだけでOK です。

やったね！

アップロードするファイルを確認して、
[ 続行 ] ボタンをクリックします

Web 構成ファイル (web.config)
サイトを公開すると、web.config という、サイトの構成ファイルが自動的にファイルリストに追加されます。

<!<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<configuration>
  <system.data>
    <DbProviderFactories>
      <remove invariant="System.Data.SqlServerCe.4.0" />
      <add invariant="System.Data.SqlServerCe.4.0" name="Micros
    </DbProviderFactories>
  </system.data>
  <system.web>
    <customErrors mode="Off"/>
    <globalization culture="ja-JP" fileEncoding="shift_jis" />
  </system.web>

公開したサイトでエラーが起き
たとき、エラーページを表示さ
せないようにするためにはこの
行を追加します

日本語で文字化けしないように、
言語と文字コードを指定します
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